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■展示施設住民説明会の開催概要

これまでの経緯や施設整備の概要について地域住民の方々に説明するとともに、地域住民からの
意見を計画に反映させるため、以下のとおり住民説明会を開催した。
日 時：第１回 令和７年１２月８日（月） １９：００～２１：３０（参加人数48名）

第２回 令和７年１２月９日（火）１９：００～２２：００（参加人数54名）
※両日とも同様の説明内容

場 所：県立芸術大学（当蔵キャンパス）一般教育棟３階大講義室

■意見概要
（１）展示施設の整備場所の見直しを求める意見
（２）既存の路上駐車や交通渋滞を懸念する多くの意見
（３）展示内容に関する意見
（４）文化財保護・活用に関する意見
（５）第２、第３坑道の見学に関する意見
（６）首里城公園内で第３２軍司令部壕の案内を求める意見
（７）地域や他の展示施設との連携を求める意見
（８）展示施設の入館者数、運営に関する意見
（９）整備予算、財源に関する意見
（10）モデルルートに関する意見
（11）近隣住民の生活に与える影響に関する意見
（12）壕内や展示施設整備に関する安全面を確認する意見
（13）第１坑口の発掘調査期間、坑口再現に関する意見
（14）情報発信に関する意見
（15）検討委員に住民代表の加入を求める意見
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住民意見 回答の方向性

（１）展示施設の整備場所の見直しを求める意見

• 第１坑口周辺や同周辺地下に整備できないか

• 首里杜館地下駐車場を活用できないか

• 公開坑道を整備しその中に展示機能を持たせては

➢ 国・県指定史跡地区となり土地の改変行為が困難
であり、壕に近接した場所に必要面積を確保できな
い上に、周辺景観に与える影響が大きい

➢ 首里杜館地下駐車場は、首里城公園利用者のため
の施設であり、活用が難しい

➢ 第１坑道は崩落等による立入り不可区間の範囲が
多く現時点で公開坑道の整備は困難

（２）既存の路上駐車や交通渋滞を懸念する多くの意見

• 現状の路上駐車に対する改善がない中で、更なる
渋滞を引き起こす展示施設の整備には強く反対

• レンタカー等生活道路への進入制限を求める
• 交通渋滞対策の検討内容は

• 展示施設へのモデルルートや渋滞時の回避ルート
を示して

• 駐車場は作らず違う場所からバスでピストン輸送を
• 朝の通学時間帯のバスの進入をやめてほしい

既存の路上駐車等対策、展示施設開設に伴う渋滞対
策について可能な限り具体的に説明

特に、この点は、地域住民との意見交換を重ねていくこ
ととしており、県関係部局、那覇市等とも連携し、実効性
のある対策を講じられるよう努力していく方針
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住民意見 回答の方向性

（３） 展示内容に関する意見

• 保存・公開の理念に賛成、必ず実現してほしい

• 発掘調査や坑道内を見学できるようになることは嬉
しい

• 平和祈念資料館と連携し戦争に至る道筋を展示し
てほしい

• 若い人をターゲットにすることや意見を求める
• 軍事施設であり住民視点を重視した展示を

• 女性たちの部屋など坑道内の各部の機能を説明し
てほしい

• 「なぜこのようなことが起きたのか、今後、そのよう
なことがないように」という部分は、明確に打ち出す
べきと思うが、県として主観的な考えはあるか

• 政権が変わっても貫く沖縄県平和憲章のようなもの
を発信しては

• 展示内容に対する政治団体による抗議への懸念

監修委員会を設置し史実に基づく展示内容とすること、
住民の視点を大切にし、人間の生命と尊厳を何よりも重
んじる文化の醸成を目指すこと、戦争を否定し、希望を
持って生きていける未来へと繋がっていくことをメッセー
ジとして伝えることを説明

（４） 文化財保護・活用に関する意見

• 文化財調査は、調査中の様子を公開しながらの実
施を

• 出土した遺物は公開予定の壕内での展示検討を
• 第５坑道内部は当時の状況を見られる対策・工法を

• 見学者が壕内部を直に触れたり落書することもあり、
対策は困難では

遺構を保護しつつ壕内の当時の状況を見学できるよう
対策を講じていくことを説明
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住民意見 回答の方向性

（５）第２、第３坑道の見学に関する意見

• ガラス張りでもいいので見学できるようにしてほしい
• 将来的に坑道内部に入って見学できるように検討を

場所の重要性を認識しているものの安全面で課題があ
るため、適当な見学方法を継続し検討していくことを説
明

（６）首里城公園内で第３２軍司令部壕の案内を
求める意見

第１坑口周辺の発掘調査終了後は坑口を再現する予
定。その場所で、壕全体や第２、第３坑道の司令機能に
ついても先端技術も活用しながら伝える仕組みを検討
していくことを説明

また、首里杜館での案内機能の確保や首里城公園所
属ガイドによる案内も検討

（７）地域や他の展示施設との連携を求める意見

• 一中戦没学徒資料室との連携を

• 県平和祈念資料館、ひめゆり平和祈念資料館と連
携し平和学習の充実を

首里地区の関連施設や平和・人権関連の施設と広く連
携していく予定であることを説明

（８）展示施設の入館者数、運営に関する意見

• 観覧料は県施設でもあり無料に、国内外の観覧者
で差別化を

• 展示施設の開館時間の確認、夜間（18 時以降）は
閉じるのか

• 想定している入館者数は何人か

試算している入館者数や施設運営の方向性を説明

（９）整備予算、財源に関する意見 整備予算の概要を説明予定
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住民意見 回答の方向性

（10）モデルルートに関する意見

• 弁ヶ岳通信所跡、久場川の慰霊碑などもモデル
ルートに加えること、各施設での住民証言も含め展
示してほしい

• 白百合の塔、轟の壕など県全体のモデルルートの
検討を

• 首里城見学者から司令部壕を見学する動線計画の
検討を

地域の意見を取り入れ首里地区に残る戦跡・史跡を巡
るモデルルートを作成していくことを説明

（11）敷地の隣に暮らす住民の意見

• 第５坑口につながる既存の狭い道は通らないでほし
い

• なるべく渋滞が起きないようにお願いしたい

• バス、団体客の騒音、排気ガス、子ども達の安全へ
の配慮、来場者の目線を防ぐため、下の駐車場に
バス駐車場の設置を

• ２階多目的室、トイレも来場者の目線、声を防ぐ観
点から移動

• 市道赤田寒川線の駐停車を防ぐため下の駐車場に
タクシー、バスロータリーの設置を

• 全ての施設、歩道から来場者の目線を切る配慮、
喫煙所の設置不可

近隣住民の意見を確認しながら、展示施設の諸室構成、
駐車場の配置等を検討していくことを説明
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住民意見 回答の方向性

（12）壕内や展示施設整備に関する安全面を確認する意見

• 第５坑道内の安全対策の検討状況は

• 展示施設整備にあたり第５坑道への影響がないの
か

トンネル工学分野の専門家の意見を確認し安全面の対
策を講じていくことを説明

（13）第１坑口の発掘調査期間、坑口再現に関
する意見

第１坑口は令和８年度も継続調査を行うこととしている。
また、発掘調査終了後は、第１坑口を再現する等、当時
の状況をより感じることのできる公開方法を検討するこ
とを説明

（14）情報発信に関する意見

• ユーチューブを活用して情報発信してほしい 専用ホームページの充実、ＳＮＳ等を通し情報発信を充
実させることを説明

（15）検討委員に住民代表の加入を求める意見

• 検討委員の中に住民の代表を入れてほしい 本検討委員会は、展示施設基本計画を策定するにあた
り、各分野の有識者から意見を聴取する目的で設置し
ている。

地域住民の皆さまからの意見については、住民説明会
やパブリックコメントを通して意見聴取を行い、必要に応
じて基本計画に反映していくことを説明
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